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1-1.地縁的なコミュニティからテーマ型コミュニティや空間を超えたコミュニティへ

地縁型コミュニティ

・集落（自治会など）
・農協（婦人会など）
・学校区（ＰＴＡなど）
・その他市町村の組織

テーマ型コミュニティ

・子育てサークル
・マルシェ
・加工
・○○県農業女子
・全国農業女子ネット等

空間を超えたコミュニティ

・インターネット・コミュニティ
・国際連携コミュニティ

伝統的・継続的・年功序列 明確な目的・自主的なメンバー・時限あり

【コミュニティの型】

【コミュニティの特徴】

【コミュニティ事例】

コミュニティとは共同体のことです。もともとは、同じ地域に居住して、人々が共同体意識を持って共同生活を営む一定
の地域、およびその人々の集団のことで、これを「地縁型コミュニティ」といいます。
最近では、地縁型コミュニティを超えて、共通の関心を持つ仲間が集まった「テーマ型コミュニティ」が増加しています。国
際的な連帯やインターネット上の集まりなども共同体、コミュニティと呼ばれています。

図 コミュニティの型

■第1部．コミュニティとは何か
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1-2.農業・農村における女性の役割と活躍の広がり

図表 女性の担当分野別 経常利益増加率（平成２６年～平成２８年度）

（出所：日本政策金融公庫「平成２８年上半期農業景況調査」）

女性は農業就業人口の４６．８％を占め、農業の担い手として重要な役割を果たしています。年齢別にみると５０
～６４才の階層では男性を上回っています。下記の図表のように、女性が経営に関与する経営体は、関与していない
場合と比べて利益増加率が高くなっています。しかし、女性経営者は全体の７％程度で、農業委員や農協役員等の
リーダー層の女性割合は１割未満で、少ない状態です。

■第1部．コミュニティとは何か
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1-3.農業・農村を取り巻く社会の変化をとらえる

表 社会の変化が農業・農村にもたらす機会と脅威

分野 社会の変化 機会 脅威

人口 人口減少と少子高齢化 都市から地方へ移住が増加
地方移住、農福連携

地方の人口減少

経済 グローバル化の進展 すぐれた農産物の輸出 安価な輸入農産物の増加

技術革新 ＩＴの進化 ＩＴを活用した農業 ＩＴを活用した企業の参入

農業者 農業者の高齢化 新規就農者の増加 後継者の不足

農地 耕作放棄地の増加 農地の集約と大規模化 自然災害の増加

流通 市場経由の流通の減少 地産地消、直接取引の増加 電子商取引の増加

消費 消費スタイルの多様化 安心・安全の重視 中食、外食の増加

地域 自治体の行財政の悪化 住民主体による地域づくり 行政サービスの低下

ここで、女性農業者を取り巻く環境の変化に目を移します。農業・農村を取り巻く社会の変化は下表を始めとして大き
く変化しており、農業・農村に様々な脅威だけでなく、新たな機会をもたらしています。女性農業者には社会の変化を捉
えて活動することが期待されています。

■第1部．コミュニティとは何か
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1-4.コミュニティが抱えている課題はたくさんある

図 コミュニティの課題例

（出所：女性農業コミュニティリーダー塾 基礎編）

実際に現場の視点で捉えると、コミュニティが抱えている課題がたくさん見えてきます。以下は女性農業コミュニティリー
ダー塾基礎編の参加者がワークショップで出した課題です。

■第1部．コミュニティとは何か
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1-5.コミュニティ課題を整理すると将来の姿と目標が見える

図 コミュニティの将来の姿

（出所：女性農業コミュニティリーダー塾 基礎編）

一見バラバラに見える課題も整理してみると、コミュニティにおける農業の問題点、コミュニティの問題点、話し合いの場づ
くり、目標・将来の姿・・・・などがざっくりと見えてきます。

■第1部．コミュニティとは何か
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1-6.ミニワークショップ（あなたが所属するコミュニティの課題は？）

ここで動画を止めて、あなたが所属するコミュニティの課題を書いてみましょう。時間は3分でお願いします。

表 わたしが所属するコミュニティの課題

■第1部．コミュニティとは何か
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検討項目 記入欄

コミュニティの名称

参加者の人数、特徴

活動内容

コミュニティの課題



1-7.女性農業者の取組テーマは多岐にわたる

（出所：女性農業コミュニティリーダー塾）

分野 テーマ 内容

農業経営の新たな取組み
農産物のブランディング トマト、レタス、菊芋、葡萄、連柿、卵農場

農業の6次産業化 地産地消、宅配弁当、加工と輸出、マルシェ、
加工品

農業と多分野連携
農福連携 福祉分野との連携で働き手を確保

女性能力の発揮 職場の女性従業員の活性化

消費者との交流 環境と農の学び場、グリーンツーリズム、食育、農
産物の消費拡大

女性コミュニティの活性化

広域的な女性コミュニティづくり 農業女子のネットワーク

女性の自立と地域参加の促進 子育て、まちづくり

新規就農者コミュニティ コミュニティの形成

また、女性農業コミュニティリーダー塾の塾生が取組んで見たいテーマを整理してみると、
「農業経営の新たな取組み」、「農業と多分野との連携」、「女性コミュニティの活性化」の3つに分類することができまし
た。ご自身の取組はどんなジャンルに分類されるのか、参考にしてみましょう。

表 女性農業者の取組分野

■第1部．コミュニティとは何か
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1-8.コミュニティづくりの主役はあなたたちです

 コミュニティの現状に対して、問題意識を持って、見つめましょう。

 コミュニティの序列や人間関係にしばられず、自分の意見やアイデアを、心にしまい込まず、発信しましょ
う。

 コミュニティに、新しい人や、外の組織を、積極的に受け入れましょう。

 人と人とのつながりをつくり、コミュニティづくりの楽しさを、みんなで実感しましょう。

 コミュニティが抱える課題に対して、仲間とともに、取り組んでいきましょう。

ここまではコミュニティと女性農業者活躍について、俯瞰的に見てきました。
次章からはいよいよ皆さんがリーダーとして、行動を開始する為の具体的な行動について紹介していきます。
リーダーとしてあゆみを進めるうえで、下記の観点を強く意識することをお勧めします。

■第1部．コミュニティとは何か
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2-1.コミュニティづくりの５つのステップ

1.現状を把握する ２．身近な仲間を集めてビジョンを作る

３．ビジョンを実現するアクションプランを作る

４．実行する

５．評価・継続的改善の仕組みづくり

●現状に対する問題意識を整理する
●コミュニティの課題を確認する
●コミュニティの宝を探して再評価する
●社会の変化を確認する
●わたしの想いを描く

●身近な仲間を集めて話し合う
●コミュニテイの課題を整理する
●コミュニティのビジョンをつくる

●ビジョンを実現する為のアクションプランを作る
●アクションプランのKPI（目標）を設定する
●アクションの優先順位をつける
●活動資金の調達方法を考える

●メンバーのモチベーションを管理する
●進捗状況を管理する
●グループメンバーを支援する
●衝突を解決する
●多様な主体のパートナーシップを作る
●交流を促進する
●新たな主体の参加を促進する

●計画・実行を客観的・戦略的に評価する
●課題の原因を分析する
●情報を公開して共有する
●アクションプランと体制を見直す
●協働の枠組みをルール化する
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コミュニティづくりは第１ステップの「現状を把握する」から、第２ステップの「身近な仲間を集めてビジョンを作る」、第３ス
テップの「ビジョンを実現するアクションプランをつくる」、第４ステップの「実行する」、そして第５ステップの「評価・継続的改
善の仕組みづくり」まで１年で取り組みます。これを毎年繰り返すことで、目指す将来像を実現することができます。

図 コミュニティづくりのマネ
ジメント・サイクル

■第2部．コミュニティの現状を把握して私の想いをつくる



2-2.現状に対する問題意識を整理する

わたしが想う
将来の姿

差（GAP）＝課題

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
に
ぎ
わ
い

何もしないままの
将来の姿

• 現状、このままでよいのだろうか
• 現状の課題は何だろうか

このまま何もしなければ、将来、ど
うなってしまうのだろうか。

わたしが願う“こうあってほ
しい”将来の姿を思い描い
てみよう

コミュニティの
現状の課題

あなたのコミュニティは？

• コミュニティの名称（通称でよい）
• コミュニティの範囲（地理的）
• コミュニティのテーマ（加工、子育てなど）
• 構成員の人数や属性（年齢、職業など）
• コミュニティの活動内容

まず、あなたが対象とするコミュニティについて、「現状の課題」、「何もしないままの将来の姿」、「わたしが想う、こうあって
欲しい将来の姿」を考えてみましょう。まずは空想してみるところから初めて見ましょう。あなたが対象とするコミュニティの将
来の姿を思い描きます。空想から、少しずつ具体化していきましょう。現時点では妄想のレベルで構いません。また、下図
のように何もしなければどうなってしまうか、社会の変化と併せて少し考えてみましょう。

図 コミュニティの将来の姿

■第2部．コミュニティの現状を把握して私の想いをつくる

現在
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2-3.コミュニティの課題を確認する

現状に対する危機感や不安感を持つ

データをもとに現状を分析する

それらの理由を評価・分析する

うまくいっていないことを整理する

うまくいっていることを整理する

各種のデータを集めて整理する

正確なデータを仲間と共有する

課題とは「あるべき姿・ありたい姿」と「なにもしないままの将来の姿」との差（GAP）を指します。
ここでは現状を正確に把握する為の手法を紹介します。
問題に対処して、解決方法を開発するには、現在の状況を正しく把握しておかなければなりません。各種データは、コミュ
ニティを構成する人々の現実的な見方を提供します。自分のテーマに沿った統計データを、仲間と共有することが重要に
なります。

図 現状を知るための手順

■第2部．コミュニティの現状を把握して私の想いをつくる
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周囲の人材
• 若者（UJIターン者）
• 女性（ママ友など）
• 地域おこし協力隊

教育機関
• 高校（農業高校など）
• 大学など

施設
• 廃校となった学校
• 空き店舗
• 加工場
• 直売所、道の駅など

事業者
• 商店街
• レストラン
• 企業の事業所など

支援機関
• 市町村役場
• 農協
• 商工会、商工会議所など

コミュニティの宝
のリストを作りま

しょう

2-4.コミュニティの宝を探して再評価する

コミュニティの現状が整理できたら、コミュニティの宝（地域資源）を探して評価してみてください。
うちの町には何もないと考えるのではなく、あるものを探して、それを活用することが重要です。
コミュニティに深く根差していればいるほど、埋もれた宝は発見しにくいようです。下記の切り口を参考に考えてみてください。

図 よくあるコミュニティの宝

■第2部．コミュニティの現状を把握して私の想いをつくる
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内部環境
①強み

・
・

②弱み
・
・

外部環境

③機会
・
・

①強み×③機会
・
・

②弱み×③機会
・
・

④脅威
・
・

①強み×④脅威
・
・

②弱み×④機会
・
・

2-5.社会の変化を確認する

①内部環境として、コミュニティの強み、弱みを書きます。
②コミュニティを取り巻く外部環境について、今後予想される機会と脅威を書きます。
・機会とは、コミュニティにとってプラスとなる外部の環境変化のことです。
・脅威とは、コミュニティにとってマイナスとなる外部の環境変化のことです。
③４つの項目が書けたら、以下の４つを考えて、書きます。
・強み×機会：強みを生かして、機会をとらえて、積極的に展開する
・強み×脅威：強みが脅威によって脅かされないように、対策を考える
・弱み×機会：弱みを機会を利用して、積極策に展開する
・弱み×脅威：弱みが脅威によって、さらにきびしい局面とならないように対策を考える

４つの打ち手

コミュニティ内・外の情報を整理したところで、「SWOT分析」という手法を用い、打ち手を検討します。
ＳＷＯＴ分析の方法は、最初に内部環境として、コミュニティの強みと弱みを書いて、次に外部環境として今後予想され
る機会と脅威を書きます。そこから４つの打ち手を検討します。

表 ＳＷＯＴ分析における４つの打ち手

■第2部．コミュニティの現状を把握して私の想いをつくる
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消費者と触れ合
いたいね

農産物のブランド
価値を高めたい

わ

いっしょに働いてくれ
る仲間がほしいわ

もっと農業女子と
交流したいね

一人一人の想いを共有して、やがて実現する

都市と農村の交流 地産地消マルシェ農産物のブランド化 農福連携

2-6.わたしの想いを描く

ここまで自分が普段感じている課題や、内外のデータから自分の想いを少しづつ具体化してきました。
このように、最初は一人一人の想いやつぶやきからスタートしても、仲間が集まり、想いを共有するようになり、やがて、想い
を実現するコミュニティ活動につながっていきます。そこで私の想いを言葉と絵にしてみましょう。

図 コミュニティづくりのイメージ

■第2部．コミュニティの現状を把握して私の想いをつくる
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2-6.わたしの想いを描く（参考事例）

私の想いを身近な仲間に伝えるために、絵にかいてみましょう。

図 私の想いのイメージ

■第2部．コミュニティの現状を把握して私の想いをつくる
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2-7.ミニワークショップ（わたしの想いを書いてみよう）

コミュニティに対する私の想いを、下に言葉と絵で書いてみましょう。時間は3分です。

■第2部．コミュニティの現状を把握して私の想いをつくる
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3-1.身近な仲間を集める

１．多様な主体が参加したコミュニティづくりでは、たくさんの主体と一緒に連携しながら取り組みを進めます。

２．コミュニティの内外から、多くの個人や組織を巻き込み、共に活動することが、その後のコミュニティづくりを
成功に導く上で不可欠です。

３．また、戦略を練り、実行するには幅広い個人や組織のサポートが必要です。

４．初期の段階から、多様な関係者の支持を得るためには、多くの主体に早い段階から加わってもらい、
話し合いを行うプロセスが大変重要になります。

５．その第1歩として、身近な仲間に、私の想いを伝えて、仲間といっしょにビジョンをつくります。

６．周囲に身近な仲間が得にくい場合は、広域やネットで交流のある仲間でも結構です。

７．身近な仲間との話し合いができたら、次に、ビジョンと関係する多様な主体を集めて、話し合いましょう。

コミュニティづくりの第１歩は、身近な仲間に、私の想いを伝えて巻き込み、仲間といっしょにビジョンをつくることです。一人
の想いを周囲に発信することによって、より多くの仲間たちが集まり、同じような想いを持つ人同士の交流が始まります。
下記7点を注意しながら進めていきましょう。

■第3部．身近な仲間を集めてビジョンをつくる
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図表 呼びかけのチラシに取り込む要素

 会合の名前（ひとつ）

 メッセージ（1行で）

 私の想い（5行程度で）
（コミュニティの現状、課題、私の問題意識、みんな
で考えたいこと）
 こんな人に集まってほしい

 会合の日時（集まりやすい時間、2時間程度）

 会合の場所（集まりやすい場所）

 話し合いの内容（箇条書きで）

 呼びかけ者の名前、連絡先

身近な仲間を集めて、話し合いの会合を開く際には、私の想いを伝えて、参加を呼び掛けるチラシを作成しましょう。呼び
かけのチラシには、会合の名前、メッセージ、私の想い、会合の概要などを書きましょう。

3-2.呼びかけのチラシをつくる
■第3部．身近な仲間を集めてビジョンをつくる
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（手法の工夫）
• カードを使ったグループワークで、全員が意見を出せるようにします。

（プロセスの工夫）
• どんな意見もカードに記録して、1枚の模造紙の上に貼ることで、みんなで受け止めたというカタチを取り
ます。

（重要度や関心度の評価）
• ものごとを決める前に、模造紙で展開された意見を、全員でシールを使って投票することで、重要度や
関心度を「見える化」できます。

（絞り込み）
• 多数の意見を、同列で並べて、比較検討して、段階を経て、絞り込んでいきます。

（当事者意識で選択する）
• 参加者に、自分なら、どれに参加して活動したいか、選択してもらうことができます。

身近な仲間が集まった話し合いの中で、楽しく・意思決定を進めていく為にワークショップの手法を推奨しています。
ワークショップは多様な参加者が集まる会議の手法として、有効な方法といわれています。その特徴は以下の通りです。

3-3.身近な仲間を集めてワークショップを開く
■第3部．身近な仲間を集めてビジョンをつくる
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ワークショップの名称
目的：
目標：
00：00 開会あいさつ（ファシリテーター）
00：05 オリエンテーション（目的、目標、活用など）
00：10 自己紹介と役割分担（書記、発表者、タイムキーパー）
00：20 わたしの想いを説明
00：30 みんなで意見交換
01：00 個人作業（カード書き）
01：10 カードの読み上げ
01：20 カードの整理とサブタイトル書き
01：30 キャッチフレーズの作成、班名、参加者名
01：30 模造紙の完成
01：40 発表と意見交換
01：50 次回の検討
02：00 閉会

ワークショップでは当日のプログラムを模造紙に書いて掲示することによって、参加者に、目的、目標、タイムスケジュール
などを明示します。

図 ワークショップのプログラムの例

3-4.ワークショップのプログラムをつくる
■第3部．身近な仲間を集めてビジョンをつくる
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図表 ワークショップのプログラム



ワークショップでは、カードを使って意見を出し、みんなでカードを読み上げ、分類して、模造紙の上に整理します。この方
法ですと、和気あいあいとした雰囲気の中でたくさんの意見が出ます。参加者が立ちあがり、全員総立ちになれば、会議
は成功と言えます。

3-5.カードを使って楽しく意見を出す
■第3部．身近な仲間を集めてビジョンをつくる
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図表 カードを使った意見出し



模造紙は、「コミュニティの課題」「コミュニティのあるべき姿」「コミュニティの良い点（地域資源）」などに分けて整理し、
最後に全員で振り返ります。2～3時間のワークショップで、たくさんの意見が出てきて、コミュニティの現状から将来の姿まで
整理することができます。

3-6.カードを分類して模造紙に整理する
■第3部．身近な仲間を集めてビジョンをつくる
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図表 模造紙の作成



ワークショップの第1回は「私の想い」（最上段）、「実現するために解決すべき課題」（黄色カード）、「実現するために
解決すべき課題」の分野（桃色カード）で整理し、参加者が重要と思う課題に対して赤色シールで投票して絞り込みま
した。

図 ワークショップ第1回目の模造紙①

3-7.私の想いを実現するために解決すべき課題を整理する（第１回）
■第3部．身近な仲間を集めてビジョンをつくる
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3-8.「私の想い」を「私たちのビジョン」に展開して課題を整理する（第２回）

ワークショップの第2回の模造紙は、最上段にキャッチフレーズ、その下の青色カードは「私たちのビジョン」、左側の赤色カー
ドは「課題の分野」、黄色カードは「課題」を表しています。そして参加者が重要と思う課題に対して赤色シールで投票し
て、課題を絞り込んでいます。

図 ワークショップ第2回目の模造紙②

■第3部．身近な仲間を集めてビジョンをつくる
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3-9.ビジョンを実現するためのアクションプランのアイデアをつくる（第３回）

ワークショップの第３回の模造紙③は、最上段にわたしたちのビジョン、左側の青色カードは「課題の分野」、緑色カードは
「アクションプランのアイデア」を表しています。そして参加者が重要と思う課題に対して赤色シールで投票して、課題を絞り
込んでいます。

図表 ワークショップ第３回目の模造紙③

26

■第3部．身近な仲間を集めてビジョンをつくる



3-10.戦略とアクションプランを整理する（第４回）

ワークショップの第４回の模造紙④は、最上段にわたしたちのビジョン、左側の青色カードは「戦略」、緑色カードは「アク
ションプラン」を表しています。そして右端に各戦略のＫＰＩを表しています。

図 ワークショップ第４回目の模造紙④
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■第3部．身近な仲間を集めてビジョンをつくる



3-11.アクションプランの優先順位をつけて具体的な内容をつくる（第５回）

ワークショップの第５回の模造紙⑤は、最上段にわたしたちのビジョンが書かれており、その下に３つのアクションプランが具
体的な内容まで整理されています。

図 ワークショップ第５回目の模造紙⑤
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■第3部．身近な仲間を集めてビジョンをつくる



3-12.完成したアクションプランを周囲に働きかける

ワークショップを５回程度開催して、アクションプランが完成し、ともに行動する仲間ができたら、提案書を作成して、周囲の
仲間や関係団体に働きかけて、ビジョンの実現に向けて行動を開始します。

図 アクションプランの提案書例
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■第3部．身近な仲間を集めてビジョンをつくる



3-13.ミニワークショップ（身近な仲間に呼びかけるチラシをつくろう）

あなたの想いを実現するために、身近な仲間に呼びかけて、ワークショップを開催するための、呼びかけのチラシをつくってみ
ましょう。
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図表 呼びかけのチラシの重要な要素

 会合の名前

 メッセージ（1行で）

 こんな人に集まってほしい

■第3部．身近な仲間を集めてビジョンをつくる



3-14.コミュニティづくりの進め方

図 コミュニティづくりの進め方

農協学校

農家

コミュニティづくりを進める際はリーダー一人の力だけでは解決できない問題が多数発生します。コミュニティに所属するメ
ンバーや、コミュニティ外の多様な主体が力を合わせて、コミュニティを経営していくこと、そのための組織をつくることが重要
です。コミュニティの多様な参加者が、つながって、コミュニケーションを高め、アイデアを出し合い、みんなの力を組み合わせ
て活動することで、コミュニティの「やる気」と「熱気」を生みだします。

■ まとめ
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